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図7 垂直荷重と加工深さの関係、
方，加工能率の向上を図る目的として，たわみ剛性の異なるレバーを3数本有する加工用マルチカ
ンチレバーを作製し凶加工実験を行ったところ，個々のレバーの特性を生かした加工が可能で、あり，
良好な加工痕を得ることができた．今後，実用化に向けてさらに性能を向上させることにより有用
なツ｝ノレとなりうる．
本研究の一部は，平成22年度科学研究費補助金基盤研究（C）を受けて行われたことを記してお
礼申し上げます．
5 プロジェクト成果
5.1 特許
1) 特許出願／発明の名称：ダイヤモンド工具及びその製造方法
出願日：平成15年3月11日，出願番号：特願2003・65656，特開2004・268236
2) 特許出願／発明の名称：微細加工装置
出願日：平成15年3月17日，出願番号：特願2003-72051，特関2004”276177
3) 特許出願／発明の名称：加工用カンチレバー
出願日：平成20年9月3日，出願番号：特願2008”226272
6 プロジェクト成果のfit用・効果・構想
本プロジェクトで得た成果を，信頼性の高い極f嚇由加工が安定して実現できるようなテクスチャ
を有する切削工具や加工用カンチレバーを開発する。また，本カンチレバー工具の特徴を活かし，
曲面を広範聞で加工可能なSPMヘッドを今後開発し，本プロ、ジェクト終了後2年以内に実用型，
汎用型「極微細加工システムJとして安定性，信頼性，操作性を高めた後，製品化に移る。また 4
年麗度後iこはさらに多樹幾能を拡充，新市場を開拓していく計画である。
起業予定年月：プロジェクト終了後， 3年以内の事業化を目指す。
7 利用施設
走査型プローブ顕微鏡を，加工用カンチレバーの評価割験（力目玉用カンチレバーによる加工実験
および測定用カンチレバーによる加工痕測定）のため，週1回8時間程度利用している．
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